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公開年 タイトル 公開日 配給会社 興行収入 年間順位 内容（特攻描写の有無）
2001年 ムルデカー17805一 5月12日 東宝 5，5億 ランク外 ベトナム解放戦線
2002年 該当作品なし＊
2003年 スパイ・ゾルゲ 6月14日 東宝 6．4億 ランク外 スパイ事件
2004年 赤い月 2月7日 東宝 8．2億 ランク外 戦後の満州と主人公の人生
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ローレライ 男たちの大和 出口のない海 俺は、～死ににいく。 4作品合計
場面数 46 66 40 62 214














































































































































































































































































軍隊内部の人間関係 11 29 16 17
73i
戦況 3 18 12 15 48
家族 6 21 7 13 47
死 9 20 6 5 401
その他 9 6 7 12 34
軍隊内部の生活 3 10 7 7 27
戦闘作戦 12 4 7 4 27
別れ 2 8 3 10 23
戦後 2 8 2 5 て7
特攻 2 2 7 5 16
未来 6 2 5 3 16
不明 6 6 1 3 16
恋愛 1 5 7 2 15
戦時中の生活 0 3 4 5 12
戦争に対する感情 2 3 4 2 11
軍や特攻への志願 1 2 5 3 11
日本に対して好意的な描写 5 3 0 0 8
故郷 1 0 ｜ 4 6
原爆 5 1 0 0 ‘
6
日本に対して批判的な描写 3 2 0 0 5
i
敵国に対して好意的な描写 0 1 1 1 3
敵国に対して批判的な描写 2 ］ 0 0 3
天皇 0 1 0 0 1






























































ローレライ（rF46） 5 4 0 0 0 0 2 0 0
男たちの大和（n＝66） 4 8 5 6 3 3 0 0 0
出ロのない海（rF40） 3 4 2　　　　　2 4 1 0 0 0
俺は、～死ににいく。
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】
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ローレライ（n＝46） 1 6 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
男たちの大和（n＝66） 9 0 3 3 0 1 1 1 1 0 0 0 0
出口のない海（炉40） 2 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
俺は、～死ににいく。（n＝62） 3 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4作品合計（N＝214） 15 8 7 4 ｜ 1 1 1 1 0 0 0 0
　対象作品は全て「特攻」を扱っているため、作品の中に「死」という描写が現れるのは
当然である。しかし、他の「主人公の死」や「仲間の死」という事柄よりも、「死に対する
感情や苦悩」が多く描かれていることから、何らかのメッセージがこの部分に含まれてい
ると考えられる。したがって、「死に対する感情や苦悩」が描かれている場面には、命をか
けて特攻するに至るまでの、主人公や主要登場人物たちの「命をかけることに関する」考
えが含まれており、また描かれていると考えられる。
　最後に、全体的に見ると少数の出現ではあるが、「日本に対しての好意的な描写・言明」
（8場面）、「敵国に対して批判的な描写・言明」（5場面）、「日本に対して批判的な描写・
言明」（3場面）、「敵国に対して好意的な描写・言明」（3場面）にも触れておく　（表3・4・1
参照）。登場人物の出現の分析結果と同様に、内容においても「敵」に関係するものの出現
は少ない。また、日本と敵国で、「好意的な描写・言明」と「批判的な描写・言明」の出現
数が逆になっていることから、対象作品は、日本に対しては好意的な内容が多く、敵国に
対しては批判的な内容が多く描かれているといえる。
一46一
白山社会学研究　第18号　20ユ0
4，まとめ
　4．1研究のまとめ
　量的な内容分析で明らかになった「戦争映画」の特徴と傾向は、概ね次の4つにまとめ
られる。
　第1は、近年の「特攻」を扱った「戦争映画」が、戦闘場面を描くことは比較的少ない
という事実である。特攻の場面を含めても、戦闘にあたる内容を含んだ場面数は少なく、
時間に換算しても少量であった。最も戦闘を描いていた『ローレライ』においても、戦闘
に該当する描写が描かれたのは全体の約3割に過ぎない。対象作品の特徴として、戦争に
欠かせない要素であるはずの戦闘をあまり描いていないことがあげられる。
　第2は登場人物に見られる特徴があげられる。主人公と主要登場人物以外に多く登場す
る人物は、軍隊内での上官や仲間といった人々であった。主人公の家族の登場も見られる
が、軍隊内の人物よりも出現が少ない。一方で、主人公や主要登場人物たちの家族の描か
れ方として、主人公たちの会話や発言の中に登場し描かれるという特徴がみられた。
　第3は、各作品とも多く描かれている内容が「人間関係」に関する項目であったことで
ある。「人間関係」の中でも最も多く描かれていたものは、軍隊内の人間関係の描写であり、
その描かれ方は、「不満や批判」よりも、「想い・気遣い」といった好意的な表現が多い傾
向が見られた。このことから、作品中に描かれる人間関係は、比較的友好的であることが
わかる。
　第4に、「家族」に関する内容も全ての作品に共通して見られた点である。作品の設定
や物語の主題によって、それぞれの作品の中に現れる人物や内容は異なるはずである。確
かに量的分析の結果は、作品の設定や主題を反映しており、主題によって、出現する人物
や内容に違いがみられた。しかし、作品の主題や設定によって変化する内容と、全ての作
品に・定量存在する内容の存在が明らかになった。その共通する内容が「家族」に関する
描写であった。対象作品は、戦闘や敵に関わる人物や内容は描かない傾向にあるが、「家族」
に関する内容はどの作品にも一定量含まれている。「家族」は、f特攻」を描く際の、重要
な要素のひとつであると考えられる。
　以上の分析の結果をふまえ、「特攻作品」に描かれた内容から今日のナショナリズムの
様相を考察する。
　まず、戦争を扱っている作品において「我々」と「他者」という視点のうちの「他者」
にあたる「敵」が少量しか描かれていないことから、対象作品においては、ナショナリズ
ムのメッセージを、「自国」と「敵国」を多用することで描いているとはいえない。敵に設
定されているはずのアメリカ兵土や、その他日本以外の国の人物の登場は少なく、敵国を
意識するような内容も現れることが少なかった。この結果には、戦争の要素のひとっであ
る戦闘が少なかったことも関係していると考えられる。戦闘が少なければ、そこに存在す
るはずの敵を描く機会が減少する。このことは、特攻作品において戦闘よりも多く描かれ
ているものの存在を示唆している。対象が描くナショナリズムのメッセージは、戦闘以外
の場面にも多く含まれていると考えられる。
　「敵」の姿が描かれなかった点について、プロパガンダという側面から示唆されるもの
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がある。H．D．ラスウェル（Lθsswθノ11960＝1968）は、「敵」と「見方」、「悪」と「善」と
を明確に規定するというプロパガンダのテクニックを指摘した。自分とは異なる他者の存
在は、ナショナリズム高揚のためのプロパガンダの手法として使用される。
しかし本稿の分析では、「敵」の存在は比較的描かれていない事が明らかになった。この
点に関しては、今後も他の戦争映画作品の分析を重ねていく必要があると考えられるが、
ひとつの可能性として、分析対象作品においては、現代のナショナリズム意識を形成する
過程で、「敵」の存在が必要ないものとされたことが考えられる。映画評論家のJ．M．フロ
ドン（Frodon　1998・　2002）は、第二次世界大戦中にプロパガンダ使用された映像の中には、
プロパガンダに不適切であると判断された映像があり、そのひとつに「敵」に関するもの
をあげている。そして、その理由として、「たとえそれが『敵』や『怪物』であっても、人
は多かれ少なかれ映像化された対象に感情移入し、自己同一化してしまう」ことをあげる
（Frodon　1998＝2002’19）。しかし、現代の劇映画作品はプロパガンダを目的として制作
されているわけではないため、過去のプロパガンダ作品と全く同様に考える事は出来ない。
そのため、本稿の結果は、「特攻」を扱った作品中にみられるひとつの特徴として捉えると
ことしか出来ない。
　次に、分析の結果得られた、身近な人物たちとの身近な関係性を描くことを通して物語
を展開する傾向は、大澤が20世紀後半から今日にみられるナショナリズムの特徴として
指摘した「民族化」であると考えられる。「作り上げられた大きい単位である国民からさら
に直接的で有機的なっながりの中に単位を具体化しようとする作業」（大澤　2007：25）と
いう、現代的なナショナリズムの特徴が、身近でかつ友好的な人間関係という形で映画の
中にも反映されているといえよう。作品中によく描かれた内容は、「人間関係」や当時の「戦
況を伝える内容」、「家族に関する内容」といったものであった。「人間関係」や「家族」と
いった内容には、仲間との友情関係や、上司との絆、全てを受け入れる母親といったよう
に、緊密な人間関係が描かれている場合が多かった。ナショナリズムのメッセージは、こ
のような身近な存在との理想的な関係の中に描かれていると考えられる。
　最後に、死に関する描写が比較的多く描かれていた点に着目する。そこには登場人物た
ちの具体的な死の描写というよりも、死に対する感情（苦悩や葛藤など）が描かれていた。
「特攻」を扱っているため、この結果は当然だと考えられる。しかしここで注目したいの
は、具体的な死の描写は少数に留まっている点である。対象作品は、具体的に死を描くの
ではなく、主人公の苦悩や葛藤を描くことを通して死を描いていた。そこには、自らの命
をかけて「特攻」に出撃することを選択する理由が描かれているはずである。自らが想定
したネーションの利益のために行う行為や行動の原因が描かれており、そこにナショナリ
ズムという事象を構成する要素が存在していると考えられる。
　4．2今後の課題
　本稿の内容分析によって明らかになったナショナリズムは、様々な理由から限定的であ
る。
　まず、対象作品を「特攻」を描いたものに限定したため、「特攻作品」を描く際にみら
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れる特徴の整理にとどまっている。日本の「戦争映画」には、「特攻」の他にも、「沖縄戦」
や「原爆」といった出来事を扱った作品が存在する。主題の違いによって描かれるナショ
ナリズムの様相は異なると考えられる。今回得られた知見は、ナショナリズムという現象
のうちのごく一部に過ぎない。
　次に、主人公や主要登場人物たちの視点は、作品を見る観客にとっては感情移入する対
象になるため、彼らの視点や主張がナショナリズム意識の形成に深く関わっていると考え
られる。そのため、映画というマス・メディアの機能として捉えるには、量的分析だけで
なく、主人公やその他の登場人物たちの視点から物語をとらえるための質的分析も必要で
ある。これらは今後の研究における課題である。
〈注＞
1『広辞苑【第五版】』1998年，岩波書店の「ナショナリズムjの項目を参照。
2佐藤（2009）は、古典以後のナショナリズム研究を、「文化論的アプローチ」と「国家
　論的アプローチ」の2つに分類している。佐藤によると、文化論的アプローチは、「ネー
　ションという『想像の共同体』がどのように想像されているか、その意味形成、意味解
　釈の過程を分析するもの」である。それに対し、「国家論的アプローチは、その想像の共
　同体がどのように動員されるのかを、国家権力をめぐる政治闘争という観点から分析す
　るもの」とまとめている（佐藤2009：55）。
3坂本佳鶴恵（1997）は、映画のひとつのジャンルであるくホームドラマ〉が、イメージ
　として社会に形成されていく過程を第3の社会学のアプローチから「カテゴリー分析」
　を通して明らかにしている（坂本1997：50－80）。
4本稿における「特攻」とは、大日本帝国が太平洋戦争・第二次世界大戦末期にとった戦
　術のひとつである「特別攻撃」のことを指す。
5映画には様々なジャンルが存在しており、その分類は多用で特定の基準は存在していな
　い。それは、戦争を扱った作品においても同様である。21世紀以降公開された戦争を扱
　った作品には、『チョムスキー9．11』（2002年9月28日公開）や、『HIBAKUSHA』（2004
　年3月20日公開）などの作品が存在するが、これらは「ドキュメンタリー」に分類さ
　れる。これらの作品中にもナショナリズムを見出すことは可能であると考えられるが、
　本稿においては、映画が映し出す現実のひとつとしてナショナリズムを捉えることを目
　的とすることから、分析の対象を「劇映画」に限定した。
6社団法人日本映画製作者連盟（映連）は、映画製作配給大手4社（松竹・東宝・東映・
　角川映画）による団体である。映画製作事業の健全なる発展を目的とし、会員間の不公
　正防止、海外輸出の促進、国映画祭の参加、国内外資料の募集作成及び公的機関、関連
　団体との折衝などを行う団体である。
L告用チラシは、主に、映画館やシネマ・コンプレックスが入っている大型のショッピ
　ングモール等で入手可能である。広告用チラシには、作品の上映開始日やストーリーの
　概要をはじめ、作品の見所や注目に値する点が記されている。
8興行収入ランキングとしての順位は、10億円以上の成績をあげた作品に限られており、
　10億円未満の作品はランク外として記載されている。
9原作は福井春敏の『終戦のローレライ』である。2002年、講談社発行。
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